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催
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は
じ
め
に

�

学
長　

江　

藤　

茂　

博

　　

二
松
学
舎
大
学
主
催
の
全
国
学
生
・
生
徒
「
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
本
年
度
も
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
大

学
生
や
小
中
高
生
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
同
様
に
、
漢
詩
部
門
、
書
道
部
門
、

小
説
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門
、
学
内
感
想
文
部
門
に
分
け
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の
部
門
に
も
多
く
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
松
学
舎
大
学
は
、
現
在
は
2
学
部
5
学
科
の
文
科
系
大
学
で
す
が
、
そ
の
出
発
は
漢
学
塾
と
し
て
創
設
さ
れ
て
、

そ
れ
か
ら
国
漢
領
域
だ
け
の
旧
制
専
門
学
校
と
な
り
、
一
九
四
九
年
か
ら
は
文
学
部
の
み
の
単
科
大
学
の
時
代
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
文
学
部
は
本
年
で
開
学
七
〇
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
も
、
多
く
の
高
校
中
学
の
国
語
科
教
員

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
っ
た
二
松
学
舎
大
学
の
教
育
研
究
の
根
幹
に
あ
る
、
表
現
や
文
芸

の
教
育
力
と
い
う
も
の
を
、社
会
に
広
く
提
供
し
た
い
と
い
う
私
ど
も
の
思
い
が
、こ
の
「
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
す
。

　

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
し
、そ
れ
ら
を
通
し
て
多
く
の
才
能
が
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
ま
た
、
大
学
と
い
う
教
育
研
究
機
関
を
通
し
て
、
若
者
の
才
能
を
発
見
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
数
多
く
の
文
学
賞
の
よ
う
に
、
作
家
や
評
論
家
が
見
出
す
才
能
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
文

芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
そ
う
し
た
視
点
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
と
い
う
教
育
研
究
機
関
だ
か
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ら
こ
そ
発
見
で
き
た
君
た
ち
の
才
能
と
い
う
も
の
が
、
き
っ
と
こ
こ
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
「
賞
」
を
授
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と
で
す
。
で
も
、
ど
ん
な
「
賞
」
で
も
、

そ
れ
は
過
去
の
実
績
に
対
す
る
評
価
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
未
来
ま
で
約
束
さ
れ
た
君
た
ち
の
評
価
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
向
か
っ
て
、
ご
自
分
の
能
力
を

も
っ
と
伸
ば
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
そ
の
契
機
と
な
る
「
賞
」
だ
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
向
か
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
皆
様
に
、「
受
賞
お
め
で
と
う
」
と
い
う
声
を
か
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
受
賞
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
共
に
こ

れ
か
ら
大
き
く
ご
自
分
の
才
能
を
伸
ば
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
君
た
ち
に
自
分
を
試
す
機
会
を
、
二

松
学
舎
大
学
が
提
供
で
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
ど
も
の
喜
び
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二
松
学
舎
大
学
主
催
　
全
国
学
生
・
生
徒

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
概
要

  

募
集
内
容

○
応
募
資
格

　

大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生

○
募
集
部
門

　

漢
詩
部
門

　

・
七
言
絶
句　

※
投
稿
は
、
一
人
三
首
ま
で

　

・
自
由
課
題

　
　
（
一
）
学
生
（
大
学
生
）
の
部

　
　
（
二
）
生
徒
（
高
校
生
・
中
学
生
）
の
部

　
　
〈
応
募
数
１
３
２
作
品
〉

　

書
道
部
門

　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」

　
　
（
一
）
学
生
（
大
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

自
由
課
題
。

　
　
（
二
）
生
徒
（
高
校
生
）
の
部

　
　
　
　

古
典
臨
書
（
漢
字
・
仮
名
）
の
中
か
ら
自
由
課
題

　
　
（
三
）
生
徒
（
中
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

指
定
課
題
「
輝
く
未
来
」
ま
た
は
自
由
課
題

　
　
（
四
）
児
童
（
小
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

指
定
課
題
「
か
お
」（
一
年
生
）、「
あ
き
」（
二
年
生
）、「
真
心
」（
三
年
生
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

和
※
令
の
字
も
可
」（
四
年
生
）、「
初
志
」（
五
年
生
）、「
学
問
の
道
」（
六
年
生
）
ま
た
は
自
由
課
題

　
　
〈
応
募
数
２
，２
２
３
作
品
〉
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小
説
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門

　

・
あ
な
た
が
「
最
も
お
薦
め
し
た
い
小
説
」
を
紹
介
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
広
告
）。
Ａ
５
サ
イ
ズ
。

　
　
〈
応
募
数
８
６
１
作
品
〉

○
賞
・
賞
品

　

最
優
秀
賞　
　

各
部
門
一
点　

賞
状
、
盾
及
び
賞
品
（
書
道
部
門
は
作
品
の
表
装
）

　

優
秀
賞　
　

各
部
門
二
点　

賞
状
、
盾
及
び
賞
品
（
書
道
部
門
は
作
品
の
表
装
）

　

佳　
　

作　
　

各
部
門
三
点　

賞
状
、
及
び
賞
品

○
主
催

　

二
松
学
舎
大
学

○
後
援

　

文
部
科
学
省

　

毎
日
新
聞
社

　

日
本
経
済
新
聞
社

　
（
一
社
）
漢
字
文
化
振
興
協
会

　

全
国
漢
文
教
育
学
会

　

全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会

　

全
日
本
漢
詩
連
盟

　
（
公
社
）
全
日
本
書
道
教
育
協
会

　

二
松
學
舍
松
苓
会

○
協
賛

　

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社

　

株
式
会
社　

大
塚
商
会

　

株
式
会
社　

三
省
堂
書
店

　

ス
テ
ッ
ド
ラ
ー
日
本
株
式
会
社



漢
詩
部
門　

学
生
（
大
学
生
）
の
部
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優
秀
賞	

安
田
女
子
大
学　

四
年　
　

川　

本　

和　

美

最
優
秀
賞
　
該
当
作
品
な
し

優
秀
賞	

岐
阜
女
子
大
学　

三
年　
　

佐　

藤　

菜　

緒

　

九　

日

雨
霽
友
來
黄
菊
鮮

閑
談
淸
話
醉
芳
筵

寒
蛩
冷
韻
西
風
夕

再
會
約
言
孤
月
前

　

新　

春

瑞
氣
暗
香
江
上
梅

元
宵
故
友
抱
樽
來

微
醺
忽
忘
望
鄕
念

滿
座
和
顏
笑
語
廻

　

九　

日

雨
霽
れ
友
来
り
て 

黄
菊
鮮
や
か
な
り

閑
談
清
話 

芳
筵
に
酔
ふ

寒
蛩
冷
韻 

西
風
の
夕
べ

再
会
約
言
す 

孤
月
の
前

　

新　

春

瑞
気
暗
香 
江
上
の
梅

元
宵
故
友 

樽
を
抱
き
て
来
る

微
醺
忽
ち
忘
る 

望
郷
の
念

満
座
の
和
顔 

笑
語
廻
る

講
　
評

講
　
評

　

前
半
の
「
黄
菊
」「
清
話
」「
芳
筵
」

な
ど
の
語
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、「
寒
蛩
」「
冷
韻
」「
孤
月
」
な

ど
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
語
へ
の
変
化

が
お
も
し
ろ
い
。
機
知
の
光
る
作
で

あ
る
。

　

新
春
ら
し
い
瑞
和
の
気
に
満
ち
た

詩
で
あ
る
。
転
句
の
微
醺
を
帯
び
て

望
郷
の
念
を
忘
れ
る
と
い
う
転
換
が

自
然
に
出
て
、
よ
い
詩
に
な
っ
て
い

る
。
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佳
　
作	

法
政
大
学　

三
年　
　

上　

野　
　
　

尚

佳
　
作	
二
松
学
舎
大
学　

二
年　
　

木　

村　

洸　

之

　

帰
郷
送
年

辭
官
帶
荷
下
扁
船

早
曉
故
鄕
望
雪
巓

倶
會
兒
孫
歡
菽
水

寒
燈
耿
耿

殘
年

　

秋
夜
対
月

蕭
瑟
南
樓
木
葉
飄

淸
寒
顥
氣
一
天
遙

秋
聲
寂
寂
孤
燈
下

今
夜
月
前
魂
欲
消

　

帰
郷
年
を
送
る

官
を
辞
し
荷
を
帯
び
て 

扁
船
下
る

早
暁
の
故
郷 

雪
巓
を
望
む

倶
に
会
し
て 

児
孫
菽
水
を
歓
ぶ

寒
灯
耿
々 

残
年
を
送
る

　

秋
夜
月
に
対
す

蕭
瑟
た
る
南
楼 

木
葉
飄
る

清
寒
た
る
顥
気 

一
天
遙
か
な
り

秋
声
寂
々 

孤
灯
の
下

今
夜
月
前 

魂
消
え
と
す

佳
　
作	

安
田
女
子
大
学　

三
年　
　

松　

本　

寧　

々

　

客
中
作

夜
深
烟
月
照
長
松

客
舍
中
庭
聞
亂
蛩

独
在
異
鄕
消
息
斷

思
親
囘
首
黯
銷
魂

　

客
中
の
作

夜
深
く
烟
月 

長
松
を
照
ら
す

客
舎
中
庭 
乱
蛩
を
聞
く

独
り
異
郷
に
在
り
て 

消
息
断
へ

親
を
思
ひ
首
を
回
ら
せ
ば 

黯
銷
魂



− 10 −

【
入
　
選
】

「
秋
夜
」	

安
田
女
子
大
学	

四
年	

石　

井　

綾　

瀬

「
客
秋
」	

岐
阜
女
子
大
学	

三
年	

大　

道　

桃　

子

「
夏
日
偶
成
」	

二
松
学
舎
大
学	

一
年	

田　

賀　
　
　

豪

「
秋
夜
」	

安
田
女
子
大
学	

三
年	

本　

山　

由
香
里



漢
詩
部
門　

生
徒
（
高
校
生
・
中
学
生
）
の
部
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講
　
評

　

水
村
夏
夜

江
風
吹
面
暗
涼
通

橋
畔
螢
飛
幻
夢
中

幽
岸
蕭
條
秋
已
近

月
光
如
鏡
水
天
同

　

水
村
夏
夜

江
風
面
を
吹
き 

暗
涼
通
ず

橋
畔
蛍
は
飛
ぶ 

幻
夢
の
中

幽
岸
蕭
条
と
し
て 

秋
已
に
近
し

月
光
鏡
の
如
く 

水
天
同
じ

　

川
べ
り
の
村
で
、
夏
の
夜
が
ど
ん
な
風
景
か
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
先
ず
川
風
が
顔
を
吹
き
昼
間
の
暑
さ
を
払
っ
て
く
れ
た
が
、
橋
の
そ

ば
で
飛
ぶ
蛍
は
夢
の
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
静
か
な
岸
べ
に
居
る
と
、
す
で
に
秋
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
澄
ん
だ
鏡
の
よ

う
な
月
が
天
で
輝
き
、
水
に
映
っ
て
い
る
と
し
た
。
分
り
易
く
、
品
の
良
い
詩
で
あ
る
。
特
に
、
月
の
美
し
さ
が
天
に
あ
る
だ
け
で
は
平
凡

で
水
の
上
に
も
あ
る
と
し
た
の
は
面
白
い
着
想
で
あ
る
。
唯
、
転
句
の
「
幽
」
と
「
蕭
条
」
は
重
複
だ
っ
た
。

最
優
秀
賞	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

永　

田　

み
な
み
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優
秀
賞	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

荒　

川　

日　

奈

優
秀
賞	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

増　

田　

穂　

花

　

水
村
夏
夜

雨
後
江
亭
燈
一
籠

淸
輝
明
滅
映
疎
篷

騷
人
獨
坐
涼
風
底

河
漢
西
流
月
似
弓

　

夏
日
偶
作

夏
夜
江
村
風
意
柔

長
隄
散
策
數
螢
流

渡
頭
靜
聽
淙
淙
響

柳
岸
涼
催
月
色
幽

　

水
村
夏
夜

雨
後
の
江
亭 

灯
一
籠

清
輝
明
滅
し
て 

疎
篷
に
映
ず

騒
人
独
り
坐
す 

涼
風
の
底

河
漢
西
に
流
れ 

月 

弓
に
似
た
り

　

夏
日
偶
作

夏
夜
江
村 
風
意
柔
ら
か
に

長
隄
散
策
す
れ
ば 
数
蛍
流
る

渡
頭
静
か
に
聴
く 
淙
々
の
響
き

柳
岸
涼
は
催
し 

月
色
幽
な
り

講
　
評

講
　
評

　

雨
が
上
っ
た
川
べ
り
の
建
物
に
ポ

ツ
ン
と
灯
が
点
り
、
そ
の
清
光
が
篷

を
照
ら
し
て
い
る
が
、
作
者
は
涼
し

い
風
を
受
け
て
い
る
。
見
上
げ
る
と

天
の
川
が
流
れ
、
三
日
月
が
出
て
い

る
と
詠
ん
だ
。
爽
や
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
が
、「
江
亭
」
と
「
篷
」
の
取

り
合
せ
に
少
々
疑
問
が
残
る
。

　

こ
の
詩
の
題
は
「
夏
日
偶
作
」
だ

が
、
前
の
二
人
と
同
じ
夏
夜
で
あ
る
。

夏
の
夜
、
川
べ
り
の
村
で
穏
や
か
な

風
が
吹
き
、
隄
に
は
蛍
が
飛
ん
で
い

る
。
川
の
流
れ
の
音
は
さ
ら
さ
ら
、

柳
が
生
え
て
い
る
岸
で
見
上
げ
る
と

ほ
の
か
な
月
が
出
て
い
る
と
い
う
静

け
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。「
渡
頭
」「
柳

岸
」
の
二
つ
の
場
所
を
出
す
必
要
は

な
い
。
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佳
　
作	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

石　

黒　

ひ
な
た

佳
　
作	
仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

栗　

塚　

瑠　

那

佳
　
作	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

田　

中　

麻　

菜

　

池
亭
消
閑

矗
矗
紅
蓮
浸
碧
漣

早
朝
池
畔
噪
殘
蟬

草
堂
橫
臥
忘
三
伏

一
枕
淸
風
居
似
仙

　

水
村
夏
夜

幽
人
獨
步
水
雲
鄕

十
里
長
隄
月
色
涼

螢
影
兩
三
流
去
好

柳
邉
露
冷
夜
蒼
蒼

　

夏
日
偶
吟

籬
邉
旦
旦
碧
花
開

庭
樹
蟬
鳴
涼
自
催

檐
馬
丁
東
天
籟
裏

山
居
渾
是
作
詩
媒

　

池
亭
消
閑

矗ち
く
ち
く々

た
る
紅
蓮 

碧
漣
に
浸
し

早
朝
の
池
畔 

残
蟬
噪
ぐ

草
堂
に
横
臥
し 

三
伏
を
忘
る

一
枕
の
清
風 

居 

仙
に
似
た
り

　

水
村
夏
夜

幽
人
独
り
歩
す 

水
雲
の
郷

十
里
の
長
隄 

月
色
涼
し

蛍
影
両
三 

流
去
好
ろ
し

柳
辺
露
冷
や
や
か
に 

夜
蒼
々

　

夏
日
偶
吟

籬
辺
旦
々 

碧
花
開
き

庭
樹
の
蟬
鳴 
涼 

自
ら
催
す

檐
馬
丁
東 
天
籟
の
裏う

ち

山
居
渾
て
是
れ 
詩
媒
と
作な

る
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【
入
　
選
】

「
夏
日
偶
作
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

木　

村　

咲　

月

「
雨
後
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

白　

木　

梨
紗
子

「
夏
日
閑
適
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

西　

川　

尋　

乃

「
消
夏
雜
詩
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

堀　

田　

瑠　

依

「
消
夏
雜
詩
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

吉　

田　

桜　

子



書
道
部
門　

学
生
（
大
学
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

髙
壽
游
藝�

二
松
学
舎
大
学　

四
年　
　

伊　

藤　

百　

映

講
　
評

　

何
紹
基
の
「
張
遷
碑
」

「
禮
器
碑
」
等
の
漢
隷
臨

書
を
集
字
し
て
、
い
わ
ゆ

る
倣
書
に
よ
る
創
作
作
品

で
あ
る
。
書
の
古
典
臨
書

を
充
分
な
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
筆
法
技
術
が
発
揮
さ

れ
、
し
か
も
漢
隷
の
持
つ

朴
訥
な
風
趣
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。「
髙
壽
遊
藝
」

の
四
字
句
は
、
筆
者
の
造

語
か
ら
成
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
漢
学
の
素
養

を
か
な
り
積
ま
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
窺
い
知
れ
、

書
と
い
う
芸
術
が
、
単
に

技
術
の
み
に
偏
よ
っ
た
方

向
に
あ
る
今
日
に
お
い

て
、
本
来
の
書
文
化
を
追

い
求
め
た
筆
者
の
心
の
内

面
を
も
表
現
し
て
い
る
秀

作
で
あ
る
。
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優
秀
賞

鮑
仁
済
詩
句

�

安
田
女
子
大
学　

四
年　
　

小　

森　

智　

愛

臨　

小
島
切

�
大
東
文
化
大
学　

三
年　
　

金　

澤　
　
　

頌

講
　
評

講
　
評

　

か
な
の
書
美
は
線
質
、
連
綿
、
墨
色
、
空
間
に
よ
り
生
ま
れ
る
が
、
今
回
、
直

筆
と
反
動
に
よ
っ
て
線
の
冴
え
を
手
に
入
れ
な
が
ら
、
古
筆
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。
太
細
の
配
合
に
よ
る
行
の
余
白
の
抑
揚
が
美
し
く
、
学
年
、
氏
名
へ
の

配
慮
も
忘
れ
て
い
な
い
。

　

明
時
代
の
鮑
仁
濟
の
『
絶
句
』
の
詩
を
、行
草
で
創
作
作
品
と
し
て
仕
上
げ
た
。

絶
句
二
十
字
を
四
行
で
、
し
か
も
行
草
で
書
く
と
い
う
の
は
構
成
面
で
か
な
り

難
し
い
も
の
だ
が
、
ま
っ
た
く
窮
屈
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ば
か
り
か
、
広
が
り

さ
え
感
じ
さ
せ
る
絶
妙
な
技
で
あ
る
。
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佳
　
作

賢愚經巻第十五
二松学舎大学　四年
関　　　美　咲

創作　五湖秋断牋
二松学舎大学　二年
小　林　加　奈

元顕儁墓誌銘
二松学舎大学　三年
三本木　かや乃
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【
入
　
選
】

「
臨　

呉
昌
碩
石
鼓
文
」	

安
田
女
子
大
学	

四
年	

川　

面　

奈　

摘

「
臨　

蜀
素
帖
」	

二
松
学
舎
大
学	

三
年	

小　

林　

真　

歩

「
牛
橛
造
像
記
」	

二
松
学
舎
大
学	

三
年	

永　

島　

蒼　

太

「
創
作　

飄
聲
稀
懐
」	

二
松
学
舎
大
学	

四
年	

長
谷
川　

真　

子

「
臨　

智
永
千
字
文
」	

二
松
学
舎
大
学	

三
年	

守　

口　

晏　

南



書
道
部
門　

生
徒
（
高
校
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

張
猛
龍
碑�

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校　

二
年　
　

林　
　
　

愛　

子

講
　
評

　

北
魏
時
代
特
有
の
右
肩

上
が
り
の
強
い
楷
書
、
刀

の
よ
う
な
切
れ
味
の
鋭
い

線
を
充
分
に
表
現
し
て
い

る
秀
作
で
す
。
威
風
堂
々

た
る
こ
の
時
代
の
楷
書

は
、
単
に
右
肩
上
が
り
が

強
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
補
う
よ
う
に
左
払
い
が

長
い
こ
と
で
、
文
字
の
構

造
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
緊
密
な

横
線
が
並
ぶ
な
か
で
の
美

し
い
余
白
も
評
価
で
き
ま

す
。「
魏
」
の
ハ
ネ
に
鋭

さ
を
、「
太
」
や
「
張
」

の
右
払
い
に
線
の
太
細
を

取
り
込
め
ば
、
更
に
充
実

し
た
作
品
に
な
る
で
し
ょ

う
。
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優
秀
賞

臨　

灌
頂
記

�

広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校　

二
年　
　

松　

山　

琉
之
介

臨　

智
永
真
草
千
字
文

�

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校　

三
年　
　

宍　

倉　

夏　

未

講
　
評

講
　
評

　

昨
年
は
楷
書
の
み
で
し
た
が
、
本
年
は
楷
書
、
草
書
に
挑
戦
し
た
意
欲
作
。
楷

書
、
草
書
と
も
に
、
原
本
の
筆
意
を
充
分
に
捉
え
た
秀
作
で
、
穂
先
を
き
か
せ

た
起
筆
、
毛
筆
の
弾
力
を
生
か
し
た
ハ
ネ
や
払
い
な
ど
、
非
常
に
見
ご
た
え
の

あ
る
作
品
と
い
え
ま
す
。

　

原
本
は
、
高
雄
山
の
神
護
寺
で
空
海
が
灌
頂
と
い
う
儀
式
を
行
っ
た
際
の
記

録
で
あ
り
、
い
わ
ば
空
海
の
日
常
の
草
卒
な
書
が
う
か
が
え
る
も
の
。
原
本
よ

り
も
、
や
や
引
き
締
め
た
造
形
で
、
濃
墨
を
用
い
て
、
一
気
呵
成
に
力
強
い
筆

致
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
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佳
　
作

趙之謙　大痴百歳四屛
千葉県立国府台高等学校　三年
六　浦　由花利

雁塔聖教序
杉並学院高等学校　三年
菅　野　遥　日

臨　帛書
広島県立福山葦陽高等学校　二年

東　　　美　穂
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【
入
　
選
】

「
乙
瑛
碑
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

一
年	

荒　

開　
　
　

響

「
隷
書
張
衡
霊
憲
四
屏
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

二
年	

池　

田　

真　

歩

「
楊
峴
臨
古
四
種
巻
」	

千
葉
県
立
市
川
南
高
等
学
校	

二
年	

江　

端　

真　

来

「
金
農　

隷
書
立
幅
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

三
年	

大　

浦　

理　

奈

「
臨　

始
平
公
造
像
記
」	
千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

一
年	

梶　

原　

実　

季

「
趙
之
謙　

篆
書
立
幅
」	
千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

二
年	

金　

本　

奈　

那

「
徽
宗　

瘦
金
千
字
文　

臨
書
」	

伊
勢
崎
清
明
高
等
学
校	

一
年	

河　

瀬　

梨　

子

「
魏
霊
蔵
造
像
記
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

二
年	

小　

出　

沙　

雪

「
王
鐸
」	

千
葉
県
立
市
川
南
高
等
学
校	

三
年	

齋　

藤　

瑠　

輝

「
臨　

傅
山
行
草
書
幅
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

二
年	

佐　

藤　

菜
々
美

「
臨　

張
遷
碑
」	

広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校	

一
年	

佐　

藤　

七　

海

「
臨　

鄭
羲
下
碑
」	

広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校	
一
年	

三　

田　

向
日
葵

「
臨　

石
台
孝
経
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

三
年	
椎　

名　

円　

花

「
臨　

道
因
法
師
碑
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

二
年	
白　

井　

綾　

音

「
高
貞
碑
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

三
年	

杉　

本　

真　

由

「
居
延
漢
簡
」	

浜
松
開
誠
館
高
等
学
校	

二
年	

鈴　

木　

菜　

未

「
西
嶽
華
山
廟
碑
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

二
年	

鈴　

木　

優　

加

「
臨　

智
永
真
草
千
字
文
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

一
年	

立　

川　

愛　

莉

「
張
猛
龍
碑
」	

茨
城
県
立
水
戸
桜
ノ
牧
高
等
学
校	

一
年	

田　

中　

空　

見

「
金
文　

千
字
文
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

二
年	

千　

脇　

望　

美

「
臨　

薦
季
直
表
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

三
年	

寺　

田　
　
　

茜

「
臨　

光
明
皇
后
楽
毅
論
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

二
年	

飛　

田　

麻
莉
亜

「
臨　

始
平
公
造
像
記
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

三
年	

橋　

本　

泰　

知

「
中
務
集
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

三
年	

廣　

津　

義　

史

「
争
坐
位
稿
」	

愛
媛
県
立
松
山
南
高
等
学
校	

二
年	

古　

川　

可
奈
子

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」	

市
川
高
等
学
校	

二
年	

松　

本　

あ
か
り

「
孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
」	

志
学
館
高
等
部	

三
年	

松　

本　
　
　

望

「
呉
昌
碩
臨
石
鼓
文
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

二
年	

村　

瀨　

ア
イ
リ

「
臨　

智
永
真
草
千
字
文
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

一
年	

鎗　

田　

真　

優

「
大
字
朗
詠
集
」	

相
模
女
子
大
学
高
等
部	

二
年	

渡　

辺　

和　

音



書
道
部
門　

生
徒
（
中
学
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

博
愛
精
神�

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校　

二
年　
　

木　

本　

実　

佑

講
　
評

　

線
に
太
細
の
変
化
を

し
っ
か
り
つ
け
、
気
脈
を

終
始
一
貫
さ
せ
、
文
字

の
ふ
と
こ
ろ
を
広
く
構
え

て
、
本
文
の
四
文
字
を
紙

面
い
っ
ぱ
い
に
配
字
さ
せ

て
い
る
。
作
品
が
こ
ち
ら

へ
広
が
り
迫
っ
て
く
る
感

じ
が
す
る
。
文
意
と
書
の

表
現
が
マ
ッ
チ
し
、
行
書

の
特
徴
を
十
分
に
表
出
し

た
作
品
で
あ
る
。
名
前
の

行
書
は
、「
実
」
の
と
こ

ろ
に
や
や
窮
屈
さ
が
あ
る

も
の
の
、
本
文
に
調
和
さ

せ
て
い
る
。
中
学
生
の
行

書
作
品
と
し
て
大
変
に
好

感
が
持
て
、
最
優
秀
賞
と

な
っ
た
。
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優
秀
賞

維
新
黎
明

�

江
戸
川
区
立
小
岩
第
三
中
学
校　

二
年　
　

中　

山　

こ
こ
ろ

輝
く
未
来

�

青
森
市
立
浪
岡
中
学
校　

二
年　
　

工　

藤　

咲　

彩

講
　
評

講
　
評

　

肉
厚
で
温
か
み
の
あ
る
線
と
、
余
白
の
対
比
が
美
し
く
見
え
る
。
一
貫
し
た

気
脈
が
、
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
文
意
を
踏
ま
え
て
、
堂
々
と
し
た
作
品
。

名
前
も
上
手
く
入
れ
て
入
賞
と
な
っ
た
。「
輝
」
字
を
「
未
来
」
よ
り
大
き
く
見

せ
て
い
れ
ば
完
璧
で
あ
っ
た
。

　

行
書
の
特
徴
を
活
か
し
た
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
歯
切
れ
の
良
い
タ
ッ
チ
の
線
を

多
用
さ
せ
て
、
気
持
ち
よ
い
・
心
地
よ
い
、
そ
ん
な
感
じ
を
抱
か
せ
て
く
れ
る

作
品
。
文
意
と
書
の
表
現
が
マ
ッ
チ
し
て
入
賞
と
な
っ
た
。
名
前
の
「
ろ
」
字

が
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
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佳
　
作

筆墨硯紙
徳島県立城ノ内中学校　二年
北　原　花　音

臨　魏霊蔵造像記
東松山市立南中学校　三年
大　谷　　　渚

田園風景
海南市立下津第二中学校　二年
梶　本　千　尋
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【
入
　
選
】

「
臨　

楽
毅
論
」	

江
戸
川
区
立
小
岩
第
三
中
学
校	

二
年	

石　

川　

真　

衣

「
至
誠
通
天
」	

葛
飾
区
立
奥
戸
中
学
校	

一
年	

伊　

藤　

優　

奈

「
初
志
貫
徹
」	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

三
年	

稲　

井　

明
香
里

「
輝
く
未
来
」	

練
馬
区
立
石
神
井
中
学
校	

二
年	

伊　

礼　

円　

里

「
夏
雲
奇
峰
」	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

二
年	

植　

田　

遥　

菜

「
創
意
工
夫
」	
徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

二
年	

上　

田　

優　

芽

「
天
朗
気
清
」	
江
戸
川
区
立
小
岩
第
三
中
学
校	

三
年	

加　

藤　

深　

月

「
田
園
風
景
」	

海
南
市
立
下
津
第
一
中
学
校	

二
年	

川　

乗　

楓　

菜

「
運
命
の
開
拓
」	

黒
石
市
立
中
郷
中
学
校	

二
年	

工　

藤　

ゆ
ら
ら

「
相
互
扶
助
」	

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校	

一
年	

栗　

岡　

佑
万
子

「
確
実
な
判
断
」	

世
田
谷
区
立
富
士
中
学
校	

三
年	

黒　

田　

圭　

佑

「
輝
く
未
来
」	

黒
石
市
立
黒
石
中
学
校	
一
年	

笹　

森　

虹　

花

「
偉
大
な
太
陽
」	

弘
前
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校	
三
年	

須　

藤　

大　

翔

「
規
範
意
識
」	

海
南
市
立
下
津
第
二
中
学
校	

三
年	
出　

口　

ひ
ま
り

「
大
地
の
恵
み
」	

田
舎
館
村
立
田
舎
館
中
学
校	

一
年	

中　

山　

佑　

介

「
創
造
」	

江
戸
川
区
立
小
岩
第
三
中
学
校	

一
年	

畑　
　
　

結　

乃

「
夏
空
快
晴
」	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

二
年	

濵　

田　

真　

愛

「
博
愛
の
精
神
」	

栃
木
県
立
矢
板
東
高
等
学
校
附
属
中
学
校	

三
年	

東　
　
　

琴　

音

「
紅
葉
筆
祭
」	

名
古
屋
市
立
楠
中
学
校	

三
年	

尾　

藤　

な
な
み

「
気
宇
壮
大
」	

葛
飾
区
立
奥
戸
中
学
校	

一
年	

平　

嶋　
　
　

葵

「
五
穀
豊
穣
」	

白
河
市
立
白
河
南
中
学
校	

三
年	

穂　

積　

英
里
奈

「
黄
河
文
明
」	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

二
年	

松　

永　

逢　

由

「
文
化
遺
産
」	

海
南
市
立
下
津
第
二
中
学
校	

二
年	

松　

本　

葵　

衣

「
輝
く
未
来
」	

前
橋
市
立
東
中
学
校	

一
年	

森　

田　

真　

央

「
銀
河
流
星
」	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
学
校	

三
年	

安　

原　
　
　

南

「
田
園
風
景
」	

川
越
市
立
城
南
中
学
校	

二
年	

矢　

野　

愛　

佳

「
相
互
扶
助
」	

新
島
学
園
中
学
校	

一
年	

山　

我　

佳　

央

「
大
唐
三
藏
聖
教
」	

海
南
市
立
下
津
第
二
中
学
校	

三
年	

山　

下　

夢　

羽

「
輝
く
未
来
」	

伊
勢
崎
市
立
宮
郷
中
学
校	

二
年	

𠮷　

住　

和　

奏

「
規
範
意
識
」	

坂
戸
市
立
坂
戸
中
学
校	

三
年	

渡　

部　

咲　

雪



書
道
部
門　

児
童
（
小
学
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

無
限
の
力�

鶴
ヶ
島
市
立
鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校　

六
年　
　

清　

水　

梨　

音

講
　
評

　

迷
い
の
な
い
運
筆
で
、

力
み
な
ぎ
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
漢
字
三

文
字
に
対
し
、
平
仮
名
一

文
字
の
バ
ラ
ン
ス
迄
よ
く

考
え
た
配
置
が
で
き
ま
し

た
。「
無
」
の
レ
ッ
カ
四

つ
の
点
の
表
情
変
化
が
見

事
で
す
。「
力
」
の
第
二

画
目
の
強
弱
の
変
化
も
素

晴
ら
し
い
で
す
。
ま
た
、

名
前
も
一
点
一
画
し
っ
か

り
と
書
け
て
お
り
、
作
品

の
一
部
と
し
て
調
和
し
て

い
ま
す
。
将
来
が
楽
し
み

な
作
品
。
来
年
も
期
待
し

て
い
ま
す
。
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優
秀
賞

い　

と

�

川
島
町
立
つ
ば
さ
北
小
学
校　

一
年　
　

西　

村　

祥　

汰

発　

明
�

青
森
市
立
浪
打
小
学
校　

四
年　
　

奈　

良　

ひ
よ
り

講
　
評

講
　
評

　

堂
々
と
「
漢
字
二
文
字
」
が
強
く
た
く
ま
し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
語

科
書
写
の
基
本
と
な
る
点
画
の
起
筆
・
収
筆
の
筆
使
い
が
き
ち
ん
と
備
わ
っ
て

い
ま
す
。「
発
」
の
左
払
い
、
右
払
い
共
に
、
力
が
抜
け
き
っ
て
い
ま
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
、
起
筆
の
打
ち
込
み
の
強
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
姿
勢
正
し
く
、

大
き
く
腕
を
動
か
し
、
ゆ
っ
た
り
と
呼
吸
し
な
が
ら
書
か
れ
て
い
ま
す
。
名
前

も
一
年
生
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
し
っ
か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。
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佳
　
作

初　志
行田市立西小学校　五年
山　本　萌　果

ひばり
吉見町立南小学校　二年
小　髙　寛　子

か　お
高松市立栗林小学校　一年
内　藤　綸　香
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【
入
　
選
】

「
初
志
」	

呉
市
立
呉
中
央
小
学
校	

五
年	

伊　

東　

琥　

子

「
潮
騒
」	

葛
飾
区
立
細
田
小
学
校	

六
年	

上　

門　
　
　

心

「
誠
心
」	

吉
見
町
立
東
第
一
小
学
校	

五
年	

大　

津　
　
　

瑛

「
令
和
」	

仙
台
市
立
榴
岡
小
学
校	

五
年	

男　

澤　

恵　

実

「
さ
く
ら
貝
」	
葛
飾
区
立
上
小
松
小
学
校	

三
年	

櫛　

田　

り　

み

「
雨
水
」	
葛
飾
区
立
奥
戸
小
学
校	

三
年	

久　

保　

詩
絵
空

「
挑
戦
」	

川
島
町
立
つ
ば
さ
南
小
学
校	

六
年	

小　

嶋　
　
　

葵

「
令
和
」	

青
森
市
立
浪
岡
野
沢
小
学
校	

四
年	

齋　

藤　

大　

河

「
が
ん
ば
る
」	

黒
石
市
立
六
郷
小
学
校	

二
年	

笹　

森　

琉　

愛

「
朝
顔
」	

黒
石
市
立
黒
石
小
学
校	

五
年	

佐　

藤　

舞　

子

「
か
い
」	

堺
市
立
浜
寺
石
津
小
学
校	

一
年	

下　

田　

修　

二

「
生
き
る
力
」	

堺
市
立
浜
寺
石
津
小
学
校	
三
年	

下　

田　

信　

一

「
探
究
」	

新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
小
学
校	

五
年	
新　

保　

心　

菜

「
学
問
の
道
」	

葛
飾
区
立
細
田
小
学
校	

六
年	
鈴　

木　

理　

花

「
か
お
」	

岐
阜
市
立
長
森
南
小
学
校	

一
年	

鷲　

見　
　
　

完

「
ひ
ば
り
」	

秩
父
市
立
西
小
学
校	

二
年	

曽　

根　

愛　

織

「
夢
は
世
界
」	

江
戸
川
区
立
上
小
岩
第
二
小
学
校	

六
年	

武　

田　

莉　

知

「
あ
き
」	

高
松
市
立
木
太
北
部
小
学
校	

二
年	

鳥　

谷　

眞　

子

「
希
望
の
風
」	

伊
奈
町
立
小
針
小
学
校	

五
年	

羽　

田　

絢　

音

「
一
歩
前
進
」	

平
川
市
立
金
田
小
学
校	

六
年	

原　

田　

夏　

緒

「
緑
の
埼
玉
」	

行
田
市
立
泉
小
学
校	

六
年	

藤　

井　

紗　

姫

「
希
望
の
風
」	

海
南
市
立
大
東
小
学
校	

五
年	

前　

山　

穂　

果

「
吹
奏
」	

吉
見
町
立
南
小
学
校	

六
年	

増　

田　

珠　

杏

「
学
問
の
道
」	

葛
飾
区
立
奥
戸
小
学
校	

六
年	

松　

﨑　

希
々
香

「
新
た
な
光
」	

和
歌
山
市
立
雑
賀
小
学
校	

四
年	

的　

場　

匠　

海

「
あ
き
」	

八
代
市
立
千
丁
小
学
校	

二
年	

蓑　

田　

明　

恵

「
初
志
」	

八
代
市
立
千
丁
小
学
校	

五
年	

蓑　

田　

菜　

摘

「
土
地
」	

鴻
巣
中
央
小
学
校	

四
年	

武　

笠　
　
　

礼

「
ゆ
う
や
け
」	

熊
谷
市
立
石
原
小
学
校	

三
年	

山　

口　
　
　

駿

「
故
郷
の
山
河
」	

藤
崎
町
立
常
盤
小
学
校	

六
年	

横　

山　

龍　

桜



小
説
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門
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最
優
秀
賞

か
が
み
の
孤
城�

二
松
学
舎
大
学　

二
年　
　

坂　

口　

那　

奈

講
　
評

「
読
む
」
こ
と
は
、
じ
つ

は
「
作
る
」
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
い

う
「
モ
ノ
」
を
作
る
こ
と

で
「
意
味
」
を
作
る
。
通

常
は
二
次
元
的
な
も
の
が

多
い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
だ
が
、
三
次

元
的
な
構
造
を
も
つ
本
作

品
に
は
、「
読
者
＝
作
者
」

に
よ
る
解
釈
と
編
集
の
か

た
ち
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。
鏡
を
お
も
わ
せ
る

扉
＝
表
紙
を
捲
る
と
、
主

人
公
が
鏡
の
向
こ
う
側
で

辿
り
つ
く
城
が
立
ち
あ
が

る
。
小
説
の
世
界
観
を
よ

く
反
映
し
た
本
作
品
は
、

そ
れ
を
み
る
者
を
『
か
が

み
の
孤
城
』
の
読
者
へ

と
、
さ
ら
に
は
、
文
芸
コ

ン
ク
ー
ル
小
説
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部

門
の
作
者
へ
と
変
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
魅

力
的
な
扉
＝
鏡
だ
と
い
え

る
。
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優
秀
賞

玄
関
の
覗
き
穴
か
ら
差
し
て
く
る

光
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
は
ず
だ

�

埼
玉
県
立
春
日
部
女
子
高
等
学
校　

一
年　
　

岡　

本　

澪　

奈

蒲
田
行
進
曲

�
二
松
学
舎
大
学　

二
年　
　

稲　
　
　

友
利
絵

講
　
評

講
　
評

　

落
ち
着
い
た
色
調
で
あ
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
人
目
を
惹
く
構
図
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
の
有
名
な
「
階
段
落
ち
」
の
場
面
を
シ
ル
エ
ッ
ト
だ
け
で
表
現

し
た
技
量
も
見
事
。
小
説
の
紹
介
文
も
的
確
で
、
非
常
に
好
感
が
持
て
る
一
枚

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

無
垢
で
不
穏
な
現
代
の
高
校
生
の
気
分
を
虚
構
化
し
た
歌
集
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
の
は
、「
帰
り
た
く
な
い
か
ら
い
る
場
所
」
と
し
て
の
教
室
の
歌
。
そ
よ
風

が
吹
き
、
光
が
射
す
窓
辺
で
、
高
校
生
は
嘘
の
居
眠
り
を
す
る
。
明
る
く
冷
た

い
青
春
の
風
景
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
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佳
　
作

幻
想
古
書
店
で
珈
琲
を

　

福
岡
県
立
筑
紫
高
等
学
校　

一
年

　

�
古　

賀　

日　

女

か
に
み
そ

　

二
松
学
舎
大
学　

二
年

　

�

関　

谷　

春　

香

人
間
失
格

　

二
松
学
舎
大
学　

二
年

　

�

二
階
堂　

千　

翼
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【
入
　
選
】

「
屋
上
の
テ
ロ
リ
ス
ト
」	

星
美
学
園
高
等
学
校	

一
年	

秋　

吉　

律　

子

「
黒
い
家
」	

福
岡
県
立
筑
紫
高
等
学
校	

一
年	

飯　

盛　

駿　

人

「
リ
ボ
ン
」	

茨
城
県
立
水
戸
桜
ノ
牧
高
等
学
校	

一
年	

磯　

﨑　

風　

花

「
よ
う
こ
そ
、
わ
が
家
へ
」	

埼
玉
県
立
春
日
部
女
子
高
等
学
校	

一
年	

稲　

垣　
　
　

舞

「
人
間
失
格
」	

星
美
学
園
高
等
学
校	

一
年	

菊　

地　

ほ
の
香

「
カ
ラ
フ
ル
」	

福
岡
県
立
筑
紫
高
等
学
校	

一
年	

北　

村　

沙　

奈

「
山
月
記
」	
和
洋
九
段
女
子
高
等
学
校	

二
年	

倉　

持　

希　

望

「
エ
ヌ
氏
の
遊
園
地
」	
星
美
学
園
高
等
学
校	

一
年	

斉　

藤　

理　

子

「
世
界
か
ら
猫
が
消
え
た
な
ら
」	

星
美
学
園
高
等
学
校	

一
年	

佐　

藤　

芽　

温

「
家
守
綺
譚
」	

茨
城
県
立
水
戸
桜
ノ
牧
高
等
学
校	

一
年	

茅　

根　

愛　

花

「
ひ
き
こ
も
り
の
弟
だ
っ
た
」	

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校	

一
年	

畑　
　
　

木　

実

「
ぼ
く
の
海
へ
」	

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校	

三
年	

松　

林　

琴　

乃

「
こ
こ
ろ
︱
心
電
図
︱
」	

大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
学
校	

二
年	

三　

上　
　
　

翼

「
つ
め
た
い
よ
る
に
」	

星
美
学
園
高
等
学
校	
一
年	

村　

上　

瑠　

菜

「
宇
宙
百
貨
活
劇
」	

二
松
学
舎
大
学	
二
年	

森　

谷　

優　

香



学
内
感
想
文
部
門
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最
優
秀
賞

　

私
達
と
坊
っ
ち
ゃ
ん

二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校　

一
年　
　

池　

田　

愛
生
子

　

私
は
架
空
の
人
物
と
自
分
を
重
ね
た
『
共
感
』
を
思
い
上
が
り
だ
と
思
う
事
が
あ
る
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
現
実
的
で
は
な
い
極
端
な
存
在
と
自
分

を
重
ね
る
の
は
自
惚
れ
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
し
か
し
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
決
し
て
完
全
無
欠
な
人
間
で
は
な
く
、
才
あ
る
人
望
溢
れ
た
人
物
で
も
な

い
、
現
実
味
の
あ
る
存
在
だ
。
更
に
、
こ
の
物
語
は
一
貫
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
た
だ
一
人
の
視
点
で
語
ら
れ
る
為
、
全
て
の
事
象
が
彼
の
思
考
、
解
釈
を
通

し
て
表
現
さ
れ
る
。
自
ら
の
無
鉄
砲
さ
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
展
開
さ
れ
る
彼
の
生
き
様
は
、
時
代
の
違
い
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
読
み
手
に
親
近
感

を
覚
え
さ
せ
、
時
に
『
共
感
』
さ
せ
て
し
ま
う
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
は
リ
ア
ル
な
人
間
臭
さ
が
あ
り
、
人
々
の
奥
底
に
あ
る
そ
れ
を
素

直
に
晒
け
だ
す
様
が
自
然
と
私
達
を
引
き
込
む
の
だ
。

　

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
「
こ
ど
も
の
時
か
ら
損
ば
か
り
」
と
自
身
を
形
容
し
な
が
ら
も
、
田
舎
の
古
臭
い
風
習
や
人
物
の
姑
息
さ
に
悪
戦
苦
闘
し
、
な
お
自
分

の
正
義
を
曲
げ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
損
は
、
自
身
を
貫
い
た
結
果
だ
。
私
達
は
生
き
て
い
く
上
で
そ
れ
を
痛
感
す
る
。
数
多
の
『
正
し
さ
』
が
ひ
し
め
き

合
う
世
の
中
で
個
人
の
正
義
を
貫
き
通
そ
う
と
す
る
な
ら
、
損
が
対
価
と
し
て
倍
で
帰
っ
て
来
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
私
達
は
坊
っ
ち
ゃ
ん

に
惹
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。
逆
境
に
も
屈
せ
ず
自
身
を
見
失
わ
な
い
姿
。
こ
ん
な
時
、
私
も
こ
う
し
た
い
。
私
も
こ
う
言
い
た
い
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
へ
の
『
共

感
』
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
理
不
尽
に
対
す
る
彼
の
在
り
方
へ
の
憧
れ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
言
え
、
作
中
で
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
へ
の
風
当
た
り
は
基
本
的
に
厳
し
い
。
し
か
し
彼
の
正
義
は
孤
独
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
の
が

清
の
存
在
だ
。
清
自
身
の
出
番
は
実
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
序
盤
で
四
面
楚
歌
の
状
況
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
庇
っ
た
姿
が
印
象
的
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
清
の
愛
情
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
清
が
多
く
登
場
す
る
の
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
回
想
の
中
だ
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
清
の
愛
情
に
気
が
つ
き
、
慕
わ

し
く
思
い
始
め
た
事
が
分
か
る
。
自
分
を
貫
く
と
い
う
こ
と
は
、
頑
な
に
受
け
入
れ
ず
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　
「
こ
ど
も
の
時
か
ら
損
ば
か
り
」
と
自
身
を
形
容
し
て
い
た
彼
は
、
な
お
自
身
を
貫
き
、
最
後
に
大
き
な
損
を
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
彼
が
そ
れ
を
損
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講
　
評

　
「「
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
様
に
生
き
た
い
で
す
」
と
は
書
け
な
い
。」
と
い
う
、
締
め
く
く
り
の
一
節
が
鮮
烈
で
し
た
。
感
想
文
の
定
型
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
特
性
が
見
事
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
称
の
語
り
が
も
た
ら
す
効
果
を
十
分
に
楽
し
み
つ
つ
、
正
義
感
を
貫
く
主
人
公
が
清

の
大
切
さ
に
気
付
い
て
い
く
変
化
を
的
確
に
読
み
取
っ
て
い
る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。
作
品
と
対
話
し
て
自
己
相
対
化
が
で
き
る
感
覚
は
、
貴
重
で
す
。

豊
富
な
語
彙
力
と
共
に
、
今
後
さ
ら
に
磨
い
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

だ
と
感
じ
て
い
る
描
写
は
無
い
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
味
方
を
し
た
清
は
、彼
の
生
き
様
に
私
達
と
同
じ
も
の
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
素
直
さ
に
惹
か
れ
、

一
種
の
憧
れ
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ん
に
せ
よ
、
迂
曲
の
末
共
に
暮
ら
し
た
二
人
は
、
裕
福
で
な
く
と
も
幸
せ
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
富
は
二
人
を

救
わ
ず
、
そ
こ
に
は
た
だ
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
無
鉄
砲
な
正
義
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
が
全
て
な
の
だ
。

　

私
に
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
様
に
生
き
た
い
で
す
」
と
は
書
け
な
い
。
逆
境
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
で
正
義
を
貫
く
勇
気
は
無
い
の
だ
。
し
か
し
、坊
っ
ち
ゃ

ん
が
時
代
を
超
え
て
開
け
た
風
穴
は
、
私
の
心
を
軽
く
し
て
く
れ
た
。
私
は
私
な
り
に
、
私
の
足
で
逆
境
も
順
境
も
踏
み
し
め
て
進
ん
で
行
き
た
い
と
思

え
る
程
に
。
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優
秀
賞

坊
っ
ち
ゃ
ん

�

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校　

三
年　
　

髙　

橋　

雪　

乃

　

田
舎
は
最
悪
で
あ
る
。
誰
が
な
に
を
ど
ん
な
量
食
べ
て
い
よ
う
が
ど
う
だ
っ
て
い
い
は
ず
な

の
だ
が
、
狭
い
街
で
は
噂
に
な
る
。
知
り
合
い
同
士
が
や
や
こ
し
い
恋
愛
関
係
に
な
っ
て
い
た

り
す
る
。
狭
さ
ゆ
え
合
わ
な
い
人
と
距
離
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
興
味
の
対
象
が
そ
れ
し

か
な
い
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
が
も
り
も
り
と
書
か
れ
て
い
て
埼
玉
の
田
舎
育
ち
の
私
に
は
面
白
く

読
み
き
れ
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
み
始
め
る
前
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
い
う
作
品
名
と
有
名
な
「
親
譲
り
の
無
鉄

砲
で
子
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
」
の
一
文
か
ら
資
産
家
に
産
ま
れ
た
男
の
子
の
勇
気

あ
る
冒
険
を
覗
け
る
話
で
あ
る
と
想
像
し
た
。
し
か
し
読
み
進
め
る
と
「
た
ま
に
正
直
な
純
粋

な
人
を
見
る
と
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
だ
の
小
僧
だ
の
と
難
癖
を
つ
け
て
軽
蔑
す
る
」
の
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。
ま
た
冒
頭
か
ら
愚
痴
が
止
ま
ら
な
く
て
驚
い
た
。
主

人
公
は
自
ら
が
正
し
い
と
思
っ
た
事
を
曲
げ
な
い
性
格
ゆ
え
に
と
に
か
く
生
き
づ
ら
い
性
格
で

あ
る
。
自
分
の
性
分
を
親
譲
り
の
無
鉄
砲
と
い
う
言
葉
で
説
明
す
る
が
私
は
運
命
や
他
人
を
信

じ
る
こ
と
の
で
き
る
か
わ
い
ら
し
い
人
で
あ
る
と
も
言
え
る
と
思
う
。
中
学
校
に
赴
任
す
る
ま

で
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
言
葉
の
意
味
を
軽
蔑
を
含
め
て
使
っ
た
り
す
る
人
は
お
ら
ず
良
い
意
味

で
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
し
て
生
き
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
嘘
を
つ
く
な
、
正
直
に
し
ろ
と
教
わ
る

の
だ
か
ら
純
粋
な
ま
ま
育
っ
た
彼
は
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
良
い
と
さ
れ
る
世
界
で
な
け

れ
ば
正
直
で
純
粋
で
あ
る
こ
と
は
単
純
で
あ
る
と
さ
れ
軽
蔑
の
材
料
に
な
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
を

褒
め
る
東
京
の
清
と
馬
鹿
に
す
る
田
舎
の
先
生
と
生
徒
の
対
比
が
面
白
か
っ
た
。

　

私
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
下
手
く
そ
な
生
き
方
に
憧
れ
る
。
言
葉
だ
け
は
立
派
な
赤
シ
ャ
ツ
達
と

真
っ
直
ぐ
に
戦
い
田
舎
を
去
る
。
上
司
を
殴
り
東
京
へ
帰
る
。
世
間
か
ら
し
た
ら
坊
っ
ち
ゃ
ん

は
負
け
た
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
坊
っ
ち
ゃ
ん
自
身
に
負
け
た
気
な
ど
微
塵
も

な
い
。
不
浄
な
地
か
ら
離
れ
清
と
暮
ら
す
日
常
に
戻
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
思
っ
た
感
情

の
ま
ま
に
行
動
で
き
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
姿
に
強
く
惹
か
れ
た
。
私
が
実
際
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
よ

う
に
生
き
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。
今
日
か
ら
心
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
住
ま
わ
せ
な
が
ら
赤
シ
ャ

ツ
で
も
着
て
生
き
て
い
こ
う
か
な
。

講
　
評

　

小
説
冒
頭
の
語
り
を
愚
痴
と
捉
え
る
感
性
や
、
世
間
か
ら
見
れ
ば
負
け
た
の
に
坊
っ
ち
ゃ
ん

自
身
に
負
け
た
気
は
な
い
と
い
う
指
摘
な
ど
、
視
点
の
面
白
さ
を
評
価
し
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
の

あ
る
文
章
で
、
締
め
の
ユ
ー
モ
ア
も
効
い
て
い
ま
す
。
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久
し
振
り
の
出
会
い

�
二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校　

二
年　
　

葊　

瀨　

麻　

奈

　

坊
っ
ち
ゃ
ん
に
出
会
う
の
は
、
今
回
で
三
度
目
だ
。
ど
う
せ
ま
た
、
以
前
二
回
と
同
じ
様
な

感
想
を
抱
き
彼
の
生
き
方
を
嫌
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
な
あ
。
そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
今
の
自

分
が
彼
と
周
り
の
人
物
に
ど
ん
な
感
情
を
抱
く
か
興
味
が
湧
い
た
の
で
、改
め
て『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

を
読
み
直
し
て
み
る
事
に
し
た
。
す
る
と
、
人
生
で
三
度
目
に
な
る
彼
と
の
出
会
い
は
、
今
ま

で
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
。
初
め
て
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
格
好
良
い
と
思
え
た
の
だ
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、
自
己
主
張
を
す
る
こ
と
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
が
し
た
く
な
い

事
で
も
周
り
の
友
人
に
気
を
使
っ
て
一
緒
に
行
動
し
、
後
に
な
り
も
の
す
ご
く
悔
や
む
。
流
さ

れ
る
自
分
も
後
悔
す
る
自
分
も
好
き
に
な
れ
な
い
よ
う
な
、
こ
じ
ら
せ
た
子
ど
も
だ
っ
た
。
そ

ん
な
幼
い
私
に
と
っ
て
、
自
分
の
正
義
に
基
づ
い
て
生
き
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
が
出
来
な

い
事
を
普
通
に
や
っ
て
の
け
る
ム
カ
ツ
ク
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
過
去
の
自
分
は
、坊
っ
ち
ゃ

ん
に
抱
い
た
憧
れ
や
羨
み
を
表
現
で
き
ず
、「
嫌
い
」
と
い
う
一
言
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
が
現
在
の
私
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
避
け
さ
せ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
高
校
生
に
な
っ
た
私
は
違
っ
た
。
自
分
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
様
な
考
え
方
も
生
き
方
も

出
来
な
い
事
を
自
覚
し
た
う
え
で
彼
の
こ
と
を
「
格
好
良
い
」
と
表
現
で
き
た
。
自
分
の
成
長

を
自
覚
で
き
た
よ
う
に
感
じ
、
自
分
が
ど
ん
な
感
想
を
抱
い
た
の
か
整
理
で
き
た
瞬
間
、『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
を
読
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。
私
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
様
に
自
分
の
正
義
を
相
手

に
示
す
生
き
方
は
で
き
な
い
が
、
今
の
私
の
ま
ま
で
い
い
と
た
く
さ
ん
の
人
に
言
わ
れ
自
分
が

嫌
い
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
、
素
直
な
気
持
ち
で
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
活
躍
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。
高
校
で
演
劇
を
始
め
、
自
分
の
弱
み
も
魅
せ
方
次
第
で
強
み
に
出
来
る
こ
と
や
、
個
々
の

違
い
や
癖
が
味
に
な
る
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
も
今
の
私
が
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
素
直
に
面
白
い

と
感
じ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
の
自
分
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
職
業
で
あ
る
高
校
の
教
師
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

も
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
感
情
移
入
し
や
す
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
生
徒
に
対
し
て
自
然
体
で
接
し
、

自
分
の
正
義
を
貫
く
彼
の
姿
は
、
生
徒
を
自
分
と
同
じ
一
人
前
の
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
事

を
示
し
て
い
る
様
に
感
じ
、
と
て
も
好
感
が
持
て
た
。「
野
だ
」
の
様
に
権
力
を
持
つ
人
に
媚
を

講
　
評

　

過
去
に
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
読
ん
だ
時
の
感
想
と
、
今
回
の
読
後
の
感
想
と
の
違
い
が
興
味

深
く
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
作
品
を
読
む
こ
と
で
自
分
を
発
見
す
る
と
い
う
読
書
の
醍
醐
味
の

一
つ
を
、
存
分
に
伝
え
て
く
れ
る
文
章
で
す
。

売
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
自
分
よ
り
年
下
の
相
手
へ
の
接
し
方
は
難
し
い
。
こ
れ
を
二
十
三
歳

と
い
う
若
さ
で
、
自
然
に
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
は
格
好
良
い
の
だ
。

　

今
私
が
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
抱
い
て
い
る
感
想
を
知
っ
た
ら
、
幼
い
頃
の
私
は
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
。
き
っ
と
驚
い
て
反
発
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
自
分
の
周
り
の
環
境
が
変
わ
り
、

少
か
ら
ず
成
長
で
き
た
今
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
も
う
一
度
読
む
こ
と
が
で
き
て
、本
当
に
良
か
っ

た
。
今
回
の
経
験
か
ら
、
過
去
に
読
ん
だ
事
が
あ
る
本
を
も
う
一
度
読
み
返
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
知
れ
た
。
あ
と
十
年
く
ら
い
経
っ
た
ら
、
も
う
一
度
読
み
返
し
て
み
た
く
な
っ
た
。
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【
佳
　
作
】

【
入
　
選
】

「
見
守
り
続
け
る
清
の
存
在
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

一
年	

石　

橋　

雅　

人

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
読
ん
で
」	
二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校	

二
年	

小　

菅　

友　

花

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」	
二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

一
年	

茅　

野　

快　

飛

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
読
ん
で
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校	

一
年	

畑　

中　

綺　

斗

「
ま
っ
す
ぐ
で
応
援
さ
れ
る
人
に
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
中
学
校	

二
年	

宮　

田　

歩　

未

「
清
の
ぬ
く
も
り
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校	

一
年	

井　

川　

華
緒
理

「
清
と
い
う
存
在
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

二
年	

池　

田　

治　

華

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
正
義
、
そ
れ
か
ら
愛
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

三
年	

小　

平　

萌　

乃
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